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区
の

実
施
計
画

(平
成5

年
度)

を
策
定

5 年 度の 計画事業費は

約676 億円
区では、「調和のとれた心豊かな住みよい足立 」の実

現に向け、各種の施策を計画的に実施しています。平
成5 年度の区政推進の指針となる| 足立区実施計画」
がまとまりました。この実施計画は 、「第二次基本計画」
に掲げた目標を具体的に実現するために毎年3 ヵ 年分
を、策定しています。今回は、「第二次基本計画( 昭和61
年改定) 」に基づ< 最終の計画として単年度分を策定

しました。平成6 年度以降は、新基本構想、現在策定
中 の第三次基本計画のもとに新しい実施計画を策定し
ます。今回の実施計画の大きな柱はい まちづくりり 地
域保健福祉厂 生涯学習推進_ の3 つです。計画されて
いる事業の総額は676億円。今回は、その主な計画事業
をお知らせします。

ま
ち
づ
く
り施

策
の
展
開

快
適
で
便
利
な
魅
力
あ
る
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
、
遜
路
・
公

園
・
交
通
・
下
水
道
な
ど
都
市

从
盤
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も

に
、
産
業
振
興
や
リ
サ
イ
ク
ル

社
会
の
実
現
へ
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

令
河
川
・
水
路
の
整
備

荒
川
月
川
敷
、
観
水
水
路
、

武
蔵
野
の
路
の
整
備
を
進
め
、

水
と
紲
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
り
ま
す
。
ま
た
、
水
上
バ
ス

廠
蝦
船
一
の
建
造
に
石
卦
し

恥
成
7
年
度
述
行
を
め
ぎ
し
ま

す
。

・
駅
前
再
開
発

の
促
進

地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め

北
千
代

竹
ノ

塚
、
兀
反
野
、

西
新
井
、
綾
廊

駅
の
再
開
発
慟
業
を
促
逓
し
ま

す
。

・
鉄
道
新
線
の
早
期
実
現

日
暮
里
・
舎
人
線
の
嘔
成
H

年
度
開
業
、
常
磐
新
線
の
平
成
1
2

年
度
開
通
を
め
ざ
し
、
事
業

の
推
進
を
㈲
る
と
と
も
に
、
心

線
の
ま
ち
づ
く
り
訓
圃
を
進
め

ま
す
。

4
交
通
総
合
計
画
の
策
定

機
能
的
で
便
利
な
交
通
体
系

を
形
成
す
る
た
め
に
、
基
木
と

な
る
計
画
を
つ
く
り
ま
す
。

・
産
業
の
振
興

平
成
4
年
度
に
設
立
し
た
㈱

足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、穗
店
街
の
環
境
整
備
。

駐
車
場
整
備
。
・産
業
情
報
の
提

供
等
を
進
め
企
業
の
摺
性
化
を

之
援
し
ま
す
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

ゴ
ミ
・
資
源
傑
護
対
策
を
身

近
な
問
題
と
し
て
取
り
組
む
た

め
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
と

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
建
設
を
す

す
め
ま
す
、

地
域
保
健
福
祉

施
策
の
展
開

す
べ
て
の
X

民
が
、
僅
み
慴

れ
た
地
域
社
余
の
巾
で
健
康
で

。囗
ぺ
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
ろ

に

犬

生
8
0
印
社
余
の
し
く
λ

つ
く
り

」
を
推
進
し
ま
す

。

・

健
康
づ
く
り
の
推
進

区
尺

。人
ひ
と
り
が
自
ら
卵

り
柤
む
健
愎
つ
く
り
を
支
援
す

る
た
め

、
地
域
や
住
区
セ
ン
々
I

で
の
地
域
健
康
づ
く
り
活
勍

を
充
実
し
ま
す

、

・

高
齢
者
向
け
住
宅
の
確
保

住
ま
い
に
困
っ
て
い
る
高
齢

占
の
た
め
、
都
片
住
宅
や
公
圃

庄
宅
な
ど
公ヽ
的
住
宅
に

高
齢

乃
へ
の
配
慮
し
た
設
備
を
も
つ

住
宅
を
計
画
的
に
確
保
し
ま

す

。ま
た
、
民
問
の
建
設
す
る
高

齢
者
集
合
庄
宅
を
借
り
上
げ
提

供
す
る
ほ
か
、
軽
費
老
人
ホ
ー

ム

ー
ケ
ア
「

ウ
ス
」
を
建
設
し

ま
す
。

・

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
建
設

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

の
増
大
に
備
え
、
高
齢
者
住
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す

る
特
別
畏
護
老
人
ホ
ー
ム
を
幣

面
し
て
い
き
ま
す

。

匸
‥一二

丁
目
地
X
・
:
平
成
5

年

4
月
開
設
予
定

▽
六
月
一
丁
目
地
区
・
:平
成
7
　

年
4

月
開
設
予
定

ま
た

、
民
間
の
建
設
に
対
す

る
助
成
を
行
う
と
と
も
に

、
干

庄
地
区
に
高
齢
者
住
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま

す

。

生
涯
学
習
推
進

施
策
の
展
開

2
1世
紀
の
学
罔
社
会
の
実
現

に
向
け
た
「
生
涯
学
習
推
進
計

画

」
に
基
づ
き

、
積
極
的
に
施

策
を
展
開
す
る
と
と
も
に

、
施

設
の
整
備
を
進
め
ま
す

。

・

「(
仮
称
)
児
童
文
化
セ
ン
タ

ー

・
ホ
ー
ル
」
の
建
設

次
代
を
袒
う
了
供
た
ち
に
、

科
学
と
の
出
会
い
、
二
雨
・
文

化
と
の
ふ
れ
あ
い
の
煬
と
し
て

建
駿
を
進
め
て
い
る
「
児
碩
夊

化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

」
の
平

成
6

年
3

月
開
設
を
め
ざ
し
ま

す

。

・

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設

元
子
寿
旭
ホ
学
校
跡
地
に
建

設
す
る
、
生
涯
を
通
し
た
学
習

推
進
の
中
核
施
設
と
な
る
セ
ン

タ
ー
の
設
計
を
吁
い
ま
す

。

施
設
は
、
多
様
な
学
召
意
欲

に
応
え
る
新
中
央
図
譛
館
、
気

軽
に
学
べ
る
放
送
大
学
学
習
セ

ン
タ
ー

、
多
目
的
ホ
ー
ル

、
高

眄
に
宅
等
と
へ
[
築
し
て
い
き
ま

す・

美
術
館
の
建
設

優
れ
た
丈
化
・
芸
術
を
身
近

に
鑑
貝
で
き
る
よ
う
友
術
館
を

建
設
す
る
た
め
の
・調
汽
を
開
始

し
ま
す

。

・

臨
海
学
園
の
建
設

面
辺
の
自
然
を
利
川
し
た
校

外
教
育
の
充
実
の
た
め

、
。嘔
戊
7

年
7
月
オ
ー

プ
ン
を
め
ざ
し

て
千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町
に
建

・設
を
促
進
し
ま
す
。

・

花
畑
セ
ン
タ
ー
の
建
設

地
域
の
学
習
の
拠
点
と
し
て

衵
公
教
育
館
、
体
育
館

、
図
古

館

、
哇
区
セ
ン
タ
ー
等
を
複
白

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
ま
す

。

I

ぐ
I
I
I
尸
)

平
成
5

年
度
の
予
算
案
が
、3

月
の
区
議
会
で
承
認
さ
れ
ま

す
と

、4

月
か
ら
こ
の
実
施
計

画
に
沿
っ
た
各
事
業
が
動
き
出

し
ま
す

。

※

実
施
計
画
書
は
情
報
公
開

課
(
本
庁
力

、中
矢
本
町
庁
力
)
、

各
図
癧
館
で

ご
覧
に
な
れ
ま

す

。

千葉県鋸南町に建設する新しい臨海学園( 完成予想図)
(仮
称
)
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
六
月
」

・
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

区 の政策の構成

子 供た ち の 未来 を 応 援 し ます

( すいすいらんど綾瀬にて)

ま
す
ま
す
便
利
に

あ
い
ネ
ッ
ト
2
1

保
養
所
の
予
約
シ
ス
テ
ム

に
続
き
1
月
2
1日
か
ら
、ス

ポ
ー
ツ
施
・設
(
テ
ニ
ス
・
野

球
)
の
予
約
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
す
ま
す

便
利
に
な
っ
た
・「
あ
い
ネ
ッ

卜
2
1」
ぜ
ひ
、
ご
利
川
く
だ

さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
通
信
で
も
、
ご

利
用
に
な
れ
ま
す
。
く
わ
し

く
は
広
報
課
へ
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
余

千
比
)
・
広
報
課

a
へ
3
8
8
9
こ
1
1
1
1

区民ガ イド

大 募 集

。
あ
だ
ち
"

の
こ
と
を
、

も
っ
と
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し

い
と
、
ぼ
で
は
、
区
の
峩
設

や
公
園
な
ど
を
バ
ス
で
巡
る

「
施
設
兒
学
会

」
を
行
り
て

い
ま
す
。
叨
屁
、
そ
し
て
秋

を
中
心
と
し
た
こ
の
催
し

は
、
毎
回
、
区
民
の
皆
さ
ん

の
多
数
の
参
加
を
肘
。
奸
評

を
溥
し
て
い
ま
す
。

(
。鬥

こ
の
り一
学
会
に
添

突
し
、
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん

の
案
内
腿
と
な
っ
て
い
た
た

け
る
ぢ
を
m

し
ま
す
。

足

立
に
柄
通
し
た
い
」

。。人
前
で
話
す
の
が
大
好
声
　

バ

ス
ガ
イ
ド
だ
っ
た
経
験

を
生
か
し
た
い
」
な
ど
、
執

意
を
持
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ

る
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

応
募
資
格

区
内
に
在
仕
す

る
2
0巌
Λ
刀
歳
倥
ま
で
の

女
性

募
集
人
員
3

人
程
度

実
施
回
数

年
間
9
9茴

勤
務
時
間

午
前
9
時
I
午

優
4
時
(
予
定
)

謝
礼

―
乗
務
に
つ
き
廴
句

円
。
た
だ
し
、
研
修
間
問

巾
は
f

額

応
募
方
法

囮
匹
大再
士
心
と

四刀
仏
の
好
き
な
足
代
の
跼

所
」
と
閙
し
た
m

夊

一
川

T
程
苳

を
郵
送
、
ま
た

は
直
接
持
参・

応
募
期
限
3

月
1
同
必
衿

応
募
・
問
合
せ
先

心
庁
西

♀

庄
勹

広
報
課

〒
1
2
0
　

千
佳
I
-
4
1
8

昔

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
　

㈹
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保

険

今
年
も
忘
れ
ず
に

国
民
健
康
保
険

料
の
所
得
控
除

国
民
健
康
保
険
料
を
納
め
た

方
は
、
所
得
税
や
住
民
税
の
申

告
の
際
に
「
社
会
保
険
料
」
と

し
て
所
得
控
除
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
昨
年
1
月
か
ら
1
2

月
ま
で
の
支
払
額
を
確
認
し
、

申
告
再
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。こ
の
と
き
領
収
青
や
証
明

香
を
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

支
払
っ
た
金
額
が
わ
か
り
な

い
方
は
国
民
健
康
保
険
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係
　

゛
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

4月1 日から
新しくなります

国 民健康 保険証・
特定疾病療養受療証

・
国
民
健
康
保
険
証

現
在
、
お
持
ち
に
な
っ
て
い

る
「
国
民
健
康
保
険
熈
は
、3

月
3
1
日
で

有
効
期
限
切
れ
と
な

り
、使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

4
月
1

日
か
ら
は

、
新
し
い

国
民
健
康
保
険
証
に
変
わ
り
ま

す

。
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
診

療
を
受
け
る
と
き
は

、
必
ず
新

し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い

。

○
新
し
い
保
険
証

▽
一
般
被
保
険
者
証
・・
‘さ
く
ら

色
▽
退
職
被
保
険
者
証
・
:
濱
ク
リ

ー
ム
色
(

漢
い
黄
色
)

○
保
険
証
の
交
付
方
法

4
月
1

日
か
ら
使
用
で
き
る

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
は
、3

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す

。

た
だ
し

、
長
期
間
な
ん
の
連

絡
も
な
く
保
険
料
の
納
付
が
な

い
な
ど

、
資
格
の
確
認
が
必
要

な
世
帯
に
は

、
国
民
健
康
保
険

課
の
窓
口
で
確
認
呎

直
接
お

渡
し
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

。

⑦
(
学
生
用
)
・
④
(

遠
隔
地

用
)

の
保
険
証
は
自
動
的
に
更

新
(

郵
送
)

し
ま
せ
ん
の
で

、

該
当
の
世
帯
に
お
送
り
し
て
い

る
申
請
卉
を
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い

。

○
保
険
証
が
届
い
た
ら

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
が

届
い
た
ち

、
記
載
さ
れ
て
い
る

氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い

。

も
し
、
記
載
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
ら

、国
民
健
康
保
険
課
、

ま
た
は
区
民
事
務
所
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い

。

ご
自
分
で
訂
正
し
た
り

、
癧

き
込
ん
だ
ひ
す
る
と

、
国
民
健

康
保
険
証
は
無
効
と
な
り

、
医

療
機
関
で
使
用
で
忝
な
く
な
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

○
古
い
保
険
証
は
お
返
し
を
　

有
効
期
限
が
切
れ
た
古
い
国

民
健
康
保
険
証
は
、
国
民
健
康

保
険
課

、
ま
た
は
区
民
事
務
所

に
お
返
し
く
だ
さ
い
(
郵
送
可
)
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係昔
(
Q
ズ
a
8
0
)
i
o
―
r
o
―

・

国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療

養
受
療
証

人
工
透
析
な
ど
を
受
け
て
い

る
方
が
お
持
ち
の

「
国
民
健
康

保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」

も

、4
月
1

日
か
ら
新
し
く
な

り
ま
す

。
新
し
い
国
民
健
康
保

険
証
と
は
別
に
郵
送
し
ま
す

。

こ
れ
ま
で
の
古
い
特
定
疾
祠

療
養
受
療
証
は

、
国
民
健
康
保

険
課
、
ま
た
は
区
民
事
務
所
に

お
返
し
く
だ
さ
い
(
郵
送
可
)
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
保
険
給
付

係さ
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

福

祉

届
き
ま
し
た
か

老

人
保
健
法

「
医
療
受
給
者
証
」

区
で
は
、
老
人
保
健
法
「
医

潦
受
給
者
証
」
の
有
効
期
間
が

平
成
5
年
1
月
3
1日
ま
で
の
方

に
、
新
し
い
医
療
受
給
者
証
を

お
送
り
し
ま
し
た
。

ま
だ
屆
か
な
い
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
。

高
齢
者
医
療
係

ひとり親家庭
で困ったとき
ホームヘルパー
を 派 遣 しま す

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
ま
た
は
お
子

さ
ん
が
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で

一
時
的
に
家
事
や
育
児
が
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
に
、
手
伝
い

を
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
ま
す
。

対
象

児
童
育
成
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
り
、
中
学
生
以
下

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家

庭
派
遣
回
数

―
度
の
申
請
に
つ

き
5
回
以
内
(
年
間
2
0回
ま

で
)

派
遣
時
間

午
前
7
時
か
ら
午

後
7
時
ま
で
の
間
で
、8
時

間
ま
た
は
4
時
間
を
I
回
と

し
ま
す

申
込
方
法

疾
病
を
証
明
で
き

る
も
の
(
診
察
券
等
)
と
印
か

ん
を
持
参
し
、
直
接
窓
口
へ

※
緊
急
の
場
合
、
代
理
人
ま
た

は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

宇
佐
)
・
児
童
助
成
係

障
害
福
祉

技
能
講
習
会

受
講
者
募
集

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
各
種
講
習
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
趣
味
活
動
を
通
し
て
、

生
活
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容
・

定
員

表
I
の

と
お
り

対
象

在
宅
の

障
害
者

申
込
方
法

電

話
申
込
期
限
2
　

月
2
6日

寮
移
動
困
難
な

方
は
、
送
迎
バ

ス
が
利
用
で
き

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

先

▽
東
部

地
区
(
国
道

4
号
線
の
東

側
と
千
住
地

区
)
の
方
…

東
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン

タ
ー

魯
(
5
6
8
　

2
)
5
3
7
　

▽
西
部
地
区

(国
道
4

号
線
の
西
側
と
宮

城
・
小
台
・
新
田
地
区
)

の

方
・・・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

昔
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表1　技能 講習会一 覧

幼
児
通
所
訓
練

通
所
児
募
集

東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

通
所
開
始
4

月
以
降

対
象

満
2

歳
か
ら
就
学
年
齢

未
満
で

、
主
に
精
神
発
達
に

遅
れ
の
あ
る
心
身
障
害
児

内
容

集
団
お
よ
び
個
別
の
生

活
指
導
・
訓
練
、
両
親
学
級

な
ど

募
集
人
数
1
0

人
程
度

申
込
方
法

電
話

氷
心
身
の
発
達
に
心
配
の
あ
る

幼
児
の
養
育
相
談
、発
達
検
査
、

個
別
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す

。

お
気
軽
に
電
話
し
て
く

だ
さ

い

。

申
込
・
問
合
せ
先

幼
児
指
導

係
`
‘
(
3
8
4
9
)
1
3
7
9

年

金

6
0歳
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
、6
0歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
2

月
1
8・
1
9日
、
午
前

1
0時
と
午
後
2
時
の
各
2
回

場
所

中
央
本
町
庁
舎
と
な
り

プ
レ
(
ブ
会
議
室

対
象

昭
和
8
年
3
月
2
日
～

4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
に
は
、
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
適
用
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

も
う
一
つ
の
国
民
年
金

国
民
年
金
基
金

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業

な
ど
の
方
々
の
豊
か
な
ゆ
と
り

あ
る
老
後
を
実
現
す
る
た
め
、

基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給
付
を
行

う
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

加
入
対
象
者
は
、2
0歳
以
上
6
0

歳
未
満
の
第
1
号
被
保
険
者

で
す
。

掛
金
は
、
選
択
す
る
給
付
の

型
、
口
数
お
よ
び
加
入
時
の
年

齢
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
口
座
か

ら
の
自
動
引
き
落
と
し
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
掛
金
は
全
額
社
会
保

険
料
控
除
と
な
り
、
支
給
さ
れ

る
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除
の

対
象
と
な
る
な
ど
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

都
・
国
民

年
金
基
金

昔
(
3
3
4
2
)
0
7
5
5

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

忘

れ
て
い

ま
せ
ん

か

第
3
号
手
続
き

厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で
、

夫
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
2
0歳

以
上
6
0歳
未
満
の
方
は
手
続
き

を
す
る
こ
と
で
国
民
年
金
第
3

号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

区
役
所
に
あ
る
届
け
肅
に
、

夫
の
動
め
先
で
証
明
を
受
け
、

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

夫
が
国
民
年
金
を
や
め
て
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
た
時
は

も
ち
ろ
ん
、
夫
が
転
職
し
た
時

に
も
、
あ
ら
た
め
て
届
け
出
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
夫
が
加
入
し
て
い
る
年
金

制
度
全
体
で
負
担
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
夫
の
保
険

料
が
増
え
る
こ
と
も
、
自
分
で

納
め
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

中
央
木
町
庁
舎

。

国
民
年
金
課
適
用
係

霓
3
8
8
0
)
5
1
5
1

住
ま
い

建
築
確
認
申
請

等
の
様
式
が

変
わ
り
ま
す

建
築
基
準
法
施
行
規
則
の
改

正
に
伴
い
、
建
築
確
認
申
請
等

の
様
式
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。2

月
1
5日
か
ら
は
、
新
し
い

様
式
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)
・

建
築
課お

し
ら
せ

図
書
館
の

臨
時
休
館

竹
の
塚
・
鹿
浜
図
書
館
は
、

館
内
殺
虫
消
拑
作
業
等
の
た
め

次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
他

の
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

休
館
期
間
2

月
2
1・
9
9一日

問
合
せ
先

中
央
図
書
館

豐
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

掲
示
板

・
妊
娠
出
産
休
暇
・
育
児
休

業
補
助
教
職
員
候
補
者
の
募

集職
種

①
教
諭

②
養
護
教

諭
資
格

平
成
5

年
3
月
3
1
日

現
在
6
0
歳
未
満
の
方
で

、

①
は
国
公
私
立
学
校
の
正

規
教
員
(

臨
時
的
任
用
を

含
む
)

と
し
て

、1

年
以

上
の
経
験
を
有
す
る
方
　

②
は
養
護
教
諭
晋
通
免
許

状
を
有
す
る
方

勤
務
場
所

都
内
公
立
学
校

選
考

書
類
選
考

申
込
期
間
3
月
1
日
～
5

※
必
要
書
類
を
早
目
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

都
・
教

育
庁
検
定
課
選
考
係

昔
(
5
3
2
0
)
6
7
8
7
t

男
子
職
員
募
集

肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の

会
が
運
営
す
る
通
所
施
設
で

指
導
員
を
募
集
中
で
す
。

開
所
日
月
～
金
曜
日

申
込
・
問
合
せ
先

各
施
設

の
所
長
へ

○
生
活
訓
練
施
設

▽
青
井
あ
か
し
あ
の
冢
　

昔
(
3
8
4
8
)
4
4
7
8
　

▽
梅
島
あ
か
し
あ
の
家
　

昔
(
3
8
4
9
)
8
8
2
0
　

○
作
業
訓
練
施
設

▽
楓
(
か
凡
で
)

作
業
所

昔
(
3
6
0
5
)
6
7
5
1
　

・

あ
な
た
の
健
康
を
守
る
　

「
健
康
案
内
ひ
ま
わ
り

」
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

a
(
5
2
7
2
)
0
3
0
3
　

○
医
療
福
祉
相
談
(

土
・
日

曜
日
を
除
く
午
前
9
時
I
　

午
後
4

時
)

医
療
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
に

、
専
門
相
談
鯒
が

応
じ
ま
す
。

○
各
種
案
内
(
2
4時
間
)

▽
自
宅
の
近
く
で
呼
吸
器
科

の
お
医
者
さ
ん
、
夜
8
時

ま
で
診
療
を
し
て
い
る
小

児
科
医
、
英
語
が
わ
か
る

歯
医
者
さ
ん
な
ど
、
身
近

な
医
者
の
案
内

▽
夜
間
、
休
日
診
療
機
関
の

案
内

▽
保
健
医
療
に
関
す
る
相
談

や
、
諸
制
度
の
案
内

▽
ア
イ
バ
ン
ク
な
ど
各
種
バ

ン
ク
の
案
内

▽
思
者
団
体
、
家
族
会
の
案

内
・
キ
ャ
リ
ア
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア

日
時
2

月
1
9日
(
金
)
、正

午
～
午
後
4
時

場
所

す
み
だ
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ホ
ー
ル

対
象

事
務
、
商
品
管
理
。

軽
作
業
等
の
職
種
で
仕
事

を
お
探
し
の
4
5歳
～
6
5歳

く
ら
い
ま
で
の
方

内
容

▽
合
同
就
職
相
談
会

▽
職
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
　

▽
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

持
ち
物

履
歴
書
、
筆
記
用

具
問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業

安
定
所

昔
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

・
「
税
理
士
の
ニ
セ
モ
ノ
」

に
ご
注
意
!

所
得
税
の
確
定
申
告
の
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
こ

の
時
期
に
な
る
と
、
税
理
士

の
資
格
の
な
い
「
税
理
士
の

ニ
セ
モ
ノ
」
が
他
人
の
申
告

書
を
作
成
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
。

税
務
書
類
の
作
成
等
を
頼

む
と
き
は
、
そ
の
大
が
税
理

士
か
ど
う
か
よ
く
確
か
め
ま

し
ょ
う
。
疑
問
が
あ
る
場
合

は
税
務
署
か
税
理
士
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
足
立
税
務
署

g
(
5
6
1
6
)
2
7
2
2
　

▽
西
新
井
税
務
署

霓
3
8
4

♀
1
1
　

▽
税
理
士
会
足
立
支
部
　

昔
(
3
8
8
2
)
9
4
1
7
　

▽
税
理
士
会
西
新
井
支
部

a
(
3
8
8
9
)
4
6
0
8

・

少
年
武
道
祭
見
学
者
募
集

日
時
2

月
1
1
日
(
祝
)
、
午

前
1
0
時
3
0
分
～

対
象

小
学
生
以
上
の
方

定
員
2

千
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

場
所
・
問
合
せ
先

東
京
武

道
館

a
(
5
6
9
7
)
2
1
1
1

・

浄
化
槽
は

「
小
さ
な
下
水

処
理
場

」

浄
化
槽
を
正
し
く
働
か
せ

る
た
め
に

、
清
掃
・
法
定
検

査
・
保
守
点
検
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す

。
河
川
な
ど

の
汚
染
を
防
止
し
生
活
環
境

を
守
る
た
め
に

、
適
切
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す

。

ま
た
、
浄
化
槽
の
清
掃
料

金
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す

。
新
設
し
た
方
は
早
目
に

使
用
開
始
報
告
書
(
は
が
き
)

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

ニ
セ
業
者
に
は
十
分
ご
注

意
を
。

く
ゎ
し
く
は

、
清
掃
局
指

導
助
成
課

昔
(
5
3
2
0
)
5
8
1
5

へ

。

・

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
「
は
い
か
ら
堂
」
利

用
案
内

利
用
日
時
火
・
土
・
日
曜
　

・
祝
日
を
除
く
、午
前
9
　

時
～
午
後
4
時

所
在
地

千
住
中
居
町
1
5
1
　

工
N
T
T

千
住
ビ
ル
内
)

会
議
室
5
0

人
ま
で
可

費
用

無
料

申
込
・
問
合
せ
先
N
T
T
　

足
立
支
店
企
画
部

゛
(
3
8
5
2
)
9
1
2
3
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募

集

公
立
保
育
園

非
常
勤
職
員

(延
長
保
育
保
母
)

採
用
日
4

月
1
日

採
用
人
数
2

人

勤
務
日
時

月
曜
日
卜
土
曜
日

目
曜
・
祝
日
は
休
み
)

勤
務
場
所

東
部
保
育
園
、
す

わ
ぎ
保
育
園

報
酬
等

月
額
1
9一万
6
千
円

(平
成
4
年
度
実
績
)

※
交
通
費
支
給
、有
給
休
暇
有
、

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
等
加

入
。

応
募
資
格

保
母
の
資
格
の
あ

る
方

応
募
方
法

履
歴
書
(
自
筆
で

写
真
付
)
1
通
を
持
参
の
う

え
、
直
接
窓
口
へ

応
募
期
限
2

月
1
9日

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
保
育
第
一
係

保
健
・
衛
生

知
っ
て
得
す
る

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

と
の
付
き
合
い
方
2 日 制

知
っ
て
い
る
ぷ
つ
で
意
外
と

知
ら
れ
て
い
な
い
「
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
」。
そ
の
実
態
を
学
ん

で
、
動
脈
硬
化
を
予
防
し
、
健

康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所
・
内
容

表
2
の

と
お
り

講
師

金
洪
宇
氏
(
西
新
井
病

院
医
師
)

定
員
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
健

相
談
所

e
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表2　「コレステロールとの付き合い方」日程

精神保健講演会
精神を病んだ人が普通
の生活をするために

家族と地域の役割

精
神
を
椚
y
(
と
の
か
か
わ

り
で
大
切
な
こ
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。
家
族
や
地
域
の
役
割
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

日
時
2

月
1
5日
(
月
)
、午
後

1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

請
師

藤
沢
敏
雄
氏
(
柏
木
診

療
所
長
、
精
神
科
医
師
)

定
員
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

千

住
保
建
所

豐
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

エ
イ
ズ
　
今
、

何
が
で
き
る
か

も
し
あ
な
た
の
愛
す
る

人
が
エ
イ
ズ
に
な
っ
た
ら

誤
解
や
偏
見
等
が
大
忝
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
エ
イ
ズ
。
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
を
、
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

日
時
2

月
2
1日
(
日
)
、午
後

1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

場
所

常
東
図
書
館

講
師

木
島
知
草
氏
(
人
形
劇

が
ら
く
た
座
主
宰
)

定
員
5
0
人
(
先
橋
順
)

S
用
無
料

申
込
方
法

当
日
、直
接
会
場

へ
問
合
せ
先

千
住
保
健
所

さ
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

教

育

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

私
立
高
校
等

入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
の
私
立
高
校
や
高

等
専
門
学
校
等
の
入

学
金
等
に

お
困
り
の
方
へ
、
融
資
の
あ
っ

せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

申
込
資
格

▽
私
立
の
高
校
、

高
等
専
門
学
校
ま
た
は
大
学

入
学
資
格
の
得
ら
れ
る
私
立

の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学

予
定
者
と
同
居
し
て
い
る
保

謾
者

▽
区
内
に
引
き
続
き

1
年
以
上
居
住
し

、
住
民
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▽

平
成
3
年
中
の
年
収
が
次
の

金
額
以
下
の
方
(

給
与
所
得

者
・・・
支
払
い
給
与
の
総
額
が

1
千
万
円
以
下

、
事
業
所
夥

者
・・・
総
所
得
金
額
等
が
瞋
万

円
以
下
)

融
資
金
額
1
0

万
円
1
5
0
万
円

(
1
万
円
単
位
)

融
資
対
象

入
学
手
続
き
時
に

一
括
し
て
納
め
る
費
用
お
よ

び
制
服
代

、
教
科
書
代

。
た

だ
し
授
業
料
、
寄
付
金
は
対

象
外
(

既
に
支
払
済
み
の
も

の
は

、
融
資
で
き
ま
せ
ん
)

利
率

年
3
%

返
済

融
資
を
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
3

年
以
内
(

元
金
均

等
月
賦
償
還
)

保
証

金
融
機
関
所
定
の
保
証

を
受
け
て

い
た

だ
き
ま
す

(保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
込
用
紙

区
内
中
学
校
在
学

者
は
各
中
学
校
で

、
そ
の
他

の
方
は
振
興
係
で
交
付

申
込
期
限
2

月
2
6日

※
申
し
込
み
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0

日
間
か
か
り
ま
す
。
受
験
校

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
お
早
目

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)・
学
務
第
二
課
振
興
係

新入学児童、生徒
の 保 護 者 の 方 へ

就学届の提出を

4
月
か
ら
区
立
小
・
中
学
校

に
新
入
学
す
る
児
童
、
生
徒
の

保
護
者
の
方
は
、
就
学
通
知
書

が
届
き
ま
し
た
ら
、
就
学
通
知

書
の
裏
面
の
「
就
学
届
」
を
入

学
す
る
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

小
学
校
新
入
学
用
の
就
学
通

知
書
は
、
1
月
中
旬
に
保
護
者

あ
て
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。

中
学
校
新
入
学
用
の
就
学
通

知
書
は
、
1
月
下
旬
に
在
籍
小

学
校
か
ら
お
子
さ
ん
を
通
じ
て

お
眞
し
し
ま
し
た
。

な
お
、
区
立
小
・
中
学
校
に

入
学
を
希
單
ず
る
外
国
人
の
方

で
、
ま
だ
、
入
学
申
舗
の
手
続

き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
お
子

さ
ん
の
外
国
人
登
録
証
明
書
(

手
帳
)
を
持
参
し
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
。

学
事
第
一
係

生
活
環
境

駐

車

場

の

騒
音
等
に
注
意

駐
車
場
の
使
用
に
は
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
深
夜
・
早
朝
の
出
入
や
ア
イ

ド
リ
ン
ク
等
は
静
か
に

▽
駐
車
位
置
(
マ
フ
ラ
ー
を
隣

の
家
に
近
づ
け
な
い
)

▽
空
ぷ
か
し
を
し
な
い

▽
ラ
ジ
オ
や
ス
テ
レ
オ
等
を
、

か
け
た
ま
ま
に
し
な
い

X
2
0台
以
上
収
容
で
き
る
駐
車

場
を
般
置
、
お
よ
び
変
更
す
る

と
き
は
、
事
前
に
届
け
出
が
必

要
で
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
。

環
境
課

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
3
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
分

室魯
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1
　

な
お
、
水
洗
化
工
事
の
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

a
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表3　水洗化可能地域

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
干 住 保 健 所 　3888- 4277
江 北 保 瞳 相 破 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171
中 央 本 叨 保 ● 相 談 所 　3880- 5351
本庁舎( 千住)・保健予防係 　38821111 ㈹

看
護
情
報
セ
ン

タ
ー
オ
ー
プ
ン

ご
利
用
く
だ
さ
い

東
京
都
衛
生
局
は
、
昨
年
1
0

月
1
日
、「
足
立
看
霞
情
報

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
看
護
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い

。
相
談
内
容

▽
看
護
職
の
資

格
を
持
ち
な
が
ら
現
在
職

を
離
れ
て
い
る
方
を
対
象

に
、
再
就
業
す
る
た
め
の

看
霞
情
報
の
提
供
や
、
再

就
業
講
習
会

▽
職
場
で

の
悩
み
や
看
護
用
品
・
看

護
機
器
に
関
す
る
相
談
　

▽
将
来
看
護
婦
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
の
進

路
相
談

▽
進
路
相
談
を

担
当
す
る
教
師
の
方
の
相

談
な
ど

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き

ま
す
。

所
在
地

〒
墮
千
住
中
居
町

旧一
1
1
0

魯
(
3
8
8
8
)
8
6
7
0

利
用
時
間

午
前
9
時
～
午

後
5
時
(
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
を
除
く
)

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
募
集
=

☆
パ
ス
テ
ル
画
(
虹
の
会
)
　

毎
週
火
曜
日
、
午
後
1
時

～
3
時
/
中
央
本
町
セ
ン
タ

ー
/
月
額
2
千
5
0
0円/
初
心

者
歓
迎
/
上
原

豐
(
3
8
8
7
)
5
0
2
3

☆
バ
ザ
ー
(
障
害
者
と
共
に

歩
む
西
新
井
「一
の
会
」)

バ
ザ
ー
に
向
け
て
日
用
雑
貨

や
贈
答
品
の
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
/
薫
の
会
作
業
所

霑
(
3
8
5
7
)
8
8
3
9

☆
ダ
ン
ス
サ
i
ク
ル
(
赤
い

く
つ
)
毎
週
土
曜
日
、午

後
7
時
1
9
時
/
竹
の
箜
(

丁
目
/
初
心
者
の
み
/
入
会

金
2
千
円
、月
額
3
千
鴎
円

/
村
田
霓
3
8
7
9
T

☆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
毎

月
第
1
・
―
金
曜
日
、午
前

1
0
時
1
正
午
/
中
川
三
丁
目

/
月
額
千
5
0
0
円
/
阿
久
津

豐
(
5
6
9
7
)
3
6
4
6

☆
足
立
区
シ
ル
バ
ー
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
毎
週
日
曜
日
、午

前
1
0
時
～
午
後
1
9
一
時
3
0
分
/

栗
原
小
学
校
/
高
齢
者
、楽

器
を
持
つ
経
験
者
歓
迎
/
山

本
信
行
氏
指
導
/
入
会
金
千

円
、月
額
3
千
円
/
大
島

酋
(
3
8
9
9
)
2
5
6
7

☆
皐
月
流
生
け
花
(
つ
く
し

の
会
)
月
3
回
金
曜
日
、

午
後
L
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

/
伊
興
セ
ン
タ
ー
/
月
額
2

千
鴎
円
、
花
代
2
千
4
0
0円/

鈴
木
S
(
3
8
5
3
)
0
5
-

―
☆
健
康
マ
ラ
ソ
ン
「古
千
谷

走
友
会
」毎
週
日
曜
日
、午

前
9
時
～
正
午
/
荒
川
土

手
、
皇
居
ほ
か
/
月
額
网
円
/

小
金
井

眥
(
3
8
9
9
)
7
7
Q

り
Qり

小
学
校
心
身
障
害
学
級

の
連
合
学
習
発
表
会

障
客
(
精
神
薄
弱
)の
あ
る

児
童
た
ち
が
、
日
ご
ろ
の
学

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

楽
し
い
劇
や
歌
、
工
作
や

絵
な
ど
の
発
表
も
あ
り
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

日
時
2
月
1
9
日
(
金
)
、午
　

前
9
時
～
午
後
1
時
1
5
分

塙
所

産
業
振
興
館

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

・
学
事
第
二
係

建設工事等の競争入札
参加申請を受け付けます

平
成
5
、6
年
度
に
、区

の
建
設
工
事
等
の
競
争
入
札

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
2
月
1
日
～
1
9
　

日
(
土
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
)

受
付
時
間
午
前
9
時
3
0
分
　

～
午
後
4
時
(
正
午
～
午
　

後
1
時
を
除
く
)

受
付
場
所

本
庁
舎
(
千
住
)
　
7

階
会
議
室

申
請
用
紙

東
京
都
財
務
局

所
定
用
紙

※
用
紙
は
、
東
京
都
弘
済
会

(都
庁
第
2
本
庁
舎
I
階
)

で
販
売
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
契
約
第
一
係



1993 年( 平成5 年) 2 月5 日あ だ ち 広 報第989 号 ( 4)

住み良い まちは
あなたの〝声〟から

平成5年 度区政モニター募集中

「
区
政
モ
ニ
タ
ー
制
俾
一
は

ぼ
政
に
対
す
る
ご
意
日一
・
ご
要

望
を
継
続
的
に
う
か
が
い
、
区

民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
正
し
く

つ
か
み
、
区
政
に
反
映
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
を
よ
り
住
み
良
い
ま

ち
に
す
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら

区
政
に
ご
意
兒
を
お
持
ち
の

力
、
区
の
現
状
を
知
り
た
い
方

は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

▽
連
絡
会

議
等
へ
の
出
席
(
平
日
年
4
　

回
程
度
)

▽
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
(
年
3
回
程
度
)
　

▽
施
設
見
学
会
へ
の
参
加

(年
1
回
程
度
)

▽
区
政
全

般
に
つ
い
て
の
哂
報
・
意
に

・
要
望
等
の
提
出
(
随
時
)
　

ヅ
そ
の
他
広
聴
業
務
へ
の
協

力
任
期
5
年
4
月
～
6
年
3
月

対
象
(

次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
方
)

▽
平
成
5
　

年
4
月
1
日
現
在
満
2
0歳
以

L

▽
足
立
区
に
引
き
続
き

3
ヵ
月
以
上
居
住
し
て
い
る

百
本
語
が
で
き
る
外
国
人

を
含
む
)

▽
都
内
の
地
方

公
共
団
体
の
職
員
で
な
い

募
集
人
数
5
0
人

謝
礼

▽
会
議
出
席・・・
1
回
3
　

千
円

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

・・・
1
回
千
円

申
込
方
法
2

月
1
2日
ま
で
に

電
話
で
応
募
用
紙
を
請
求

申
込
・
問
合
せ
先

木
庁
芒
千

住
)・
広
聴
相
談
担
当

豐
(
3
8
8
2
了
1
1
1

㈹

声
の
お
知
ら
せ

無
料
で
お
貸
し
し
ま
す

区
で
は
、
目
の
不
自
由
な
刀

の
た
め
に
、
毎
月
2

回
・『
声
の

お
知
ら
せ

』
一
を
制
作
し
て
い
ま

す

。あ
だ
ち
広
報
や
区
の
話
題

、

中
央
図
書
館
で
貸
し
出
し
て
い

る
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
紹
介
な

ど
を
、
テ
ー
プ
に
録
盲
し
た
も

の
で
す
、

ど
う
ぞ
、ご
利
川
く
だ
さ
い
。

対
象

区
内
在
住
の
目
の
不
自

由
な
方

費
用

無
料

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
視
力
障

害
の
等
級
、「
声
の
お
知
ら
せ

希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
2

月
1
9日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
心
‥

♀
庄
)
・
広
報
課

〒
1
2
0
千

住
1
-
4
-
1
8

豐
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

みんな集まれ

「ちびっ 子まつり」
東
部
障
害

福
祉
総
合
セ

ン
タ

ー
で

は
、
幼
児
指
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世帯と 人口( 5 年1 月1 日 現在)
世 帯　255, 788
人 口　646, 395 人
男　328, 678 人
女　317, 717 人

あだち区民大学土曜講座
今日の政治・経済・社会

国際社会における日本のあり方
を中心に、これからの政治、経済
社会全般について考え ます。
日程・内容 右表
のとおり

時間午前10時～　
正午

場所 勤労福祉会
館( 綾瀬プルミ
エ内)

対象18 歳以上の
方

定員20〔〕人
費用 無料
申込方法 往復八

ガ キに住所、氏 名、年齢、電話
番号、「土曜講座希望」と明 記

申込期限2 月9 日消印有幼
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・
文化振興 係 〒120 千 住1- 4- 18S3882
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土曜講座日程表

社会福祉講座

「手話落語と
講 演の 集い」

手話落語で全国の施設を慰問し
ている古今亭圓菊さんを講師に迎
え、絶妙な小話と、ボラン ティア
体験談を語っていただきます。
日時3月10日( 水八午後2時～

3 時30分
寮当日は、体の不自由な方を対象
に、リフト 付バスを運行します。
くわしくは、お問い合わせくださ
い。
定員150 人
費用 無料
申 込方法 当 日直接会場へ
場所・問合せ先 東部障害福祉総
台センターS5682 一5370

ワ ープロソフト
入 門 教 室

● 3 日間コース
日時3月17日～19日( 3日間) 　
[ >午前の部午前I 0存～午後1　
時〉午後の部午後2時～5　
時〉夜間の部午後6時30分　～
9 時

● 土曜1 日コース
日時3月20日( 二t二) 、午前9時～　
午後4 後

● 日曜1 日コース
日時3月21日旧) 、午前9時～　
午後4 後

- いずれも一
使用機材NEC 文豪ミニ5SI
対象 初心者の方
定員 各コース20人
費用 〉3 日間コース9, 000 円　
〉土曜1日コース7, 000 円 レ
日曜1日コース7, 00( J 円

申込方法 往復ハガキに住所、氏
名、年齢、電話番号、希望コー
スを明記

申込期限2 月20日
申込・問合せ先 サービスセンタ
ーゆう 〒120 稜瀬1- 34- 7　S3838

―3586

人 権 研 修 会
講 演 と 映 画 の つ ど い

人間らしく生きるために
国際化社会と人権を考える
あふれる「物」に囲 まれ、世 界

でも有数の経済的な豊かさを亨受
する今日の日本において、多くの
人々は差別や 人権とい った事をほ
とんど意識することなく毎日を送
っています。しかし、現実には華
やかな繁栄 の中にたくさんの矛盾
や不合理か 存在してい ます。
そこで、現代日本の抱える様々

な人権問題について皆さんと一緒
に考えてみたいと思います。
日時2月15日( 月) 、午後2時～　
4時30分( 午後1 時30分受付)

会場 竹の塚センター
内容 〉講演会「人間らしく生き
るために一国際化社会と人権を
考える」 〉映画「雨の指もじ」

講師 田中正人氏( 読売新聞編集
局解説部次長)

対象 社会教育リーダーのが、お
よび関心のあ る方

費用 無料
問合せ先 本庁舎( 千佳) ・牛。哇教
育才隹進1言果 さ3882- 11 囗|怐

青年 セ ンタ ーの 催 し
映像で見る世界
第21回国連の役割を 考える

最近、カンボジアやソマリアな
どでの国連の働きが報道され、囗
本に求められる働きも人きくなっ
ています。国連の役割や日木との
関わりを映像を通して考えます。
日時2月17日( 水) 、午浚7時～　
8 時證分

内容 〉なぜ国連か?E) 日1木と
国連- より良い世界を求めて
〉平禾口を求めて一国連の挑戦

費用 無料
申 込方法 当日直接会場へ

世 界 の 学 び 方
ワールド・スタディズ

ワールド ・スタディズは、新し
い世界の学び方です。皀界と日本
の関係を考えてみたい方、子ども
に教えている方、ぜひご参加くだ
さい。
今までとは違った世界の姿が兒

えてくるはずです。
日時2月25日、3月4・18・25　
日、いずれも午後7時～9時

内容 じ>世界の見え方 〉みんな
で一緒に生きる[ > いろいろ な
世界 〉明日の世界

定員 青年男女60人
費用 無料
申込方法 電話( 先着順)

子育てを応援します
子育て講演会

「子 どもの体と歯の健康」

子どもの体の成長にとって歯の
健康はとても大切です匹 歯の健康
のためのポイントを考え ます。
日時2月10日( 水) 、午前10時～　
正午

講師 区立保育園看護婦
費用 無料
申込方法 当 日直接会場へ

子育てサロン

子育てについて、若いお母さん
同士の自由なおし ゃべりのサロン
です。
日時2月17日( 水) 、午前10時～　
正午

費用 無料
申込方法 当 日直接会場へ

子育て教室
第9 回手づくり ひな祭り

ひな祭りを手づくりで楽しんで
みませんか。幼児を持ったお母さ
ん対象です。
日時2月24日( 水) 、午前10時～　
正午

費用400 円( 材料費)
定員20 人
申込 方法2 月6 日 午前9 時 か
ら、電話にて先着順に受付
※ 子育ての催しではお子さんの保
育を実施し ます。お問い 合わせく
ださい。

- いずれも一
場所・申込・問合せ先 青年セン
タ ー 酋3890- 0061

ゆう　ディナーショー
日時3月13日( 土) 、午唆6時30　
分～8時30分

場所 梅田センターホール( エル
・ソフィア内)

出演 足立区民 合唱団

曲目 ミュージカ ルナンバー
定員100 人
費用6, 000 円
申込方法 ハガキに住所、氏名、
電話番号、人数、「ディナーショ
ー」希望と明記

申込期限2 月22日消印有効
申込・問 合せ先 サービスセンタ
ーゆう 〒120奉安瀬1- 34- 7　　　　　　

3838―3586

2 月の安売りデー
青果物2 月17日( 水) … 黄緑の
ノボリのあるお店
魚2 月19日( 金) ・‥ 肖・い ノボリ

のあるお店
主催[ > 東京都青果物商業協同組
合千住・西新井・綾瀬支部[ >　
関東水産物商業協同組合 西新
井・千住支部

後援 足立区RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

S. J . 240, 000


